
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標事業の特徴

新潟市が令和元年に実施した調査の結果から、男性の家庭活躍の
推進においては、夫婦間のコミュニケーションの向上が大事だと考え
る市民が多い。また、女性が働き続け、その先のステップアップを目
指すためには家事・育児・介護などへの家族の協力が不可欠である
ことがうかがえる。

①夫婦で参加するオンラインワークショップ…夫婦が共に家事や子
育てに主体的に取り組めるよう、新婚夫婦等が話し合い、目線を合
わせるワークショップを開催
②育児休業を取得しやすい職場環境づくりを支援するため、市内
事業所の経営層および管理職を対象にイクボス研修を開催
③男性の家庭活躍についての実態把握など男女共同参画に関する
調査を企業および個人向けに実施

①夫婦で参加するオンラインワークショップ…参加者の９３．８%が
「夫婦ですり合わせておきたい内容について、理解が深まった」と
回答。「家族の将来像を思い浮かべることができた。」「家事のやる
こと・やらないことを見直すことができた」など、参加夫婦の目線を
合わせることができたと考える。
②イクボス研修…研修の満足度について「満足」「まあまあ満足」と
回答した参加者が８５．７％であった。育児休業を取得しやすい職
場環境づくりに寄与できたと思われる。

・新潟市ＷＬＢ・女性活躍推進協議会

・男性の家事・育児参画を促進し、2025年度までに男性の育児休
業取得率30％を目指す。

・実態調査結果をふまえた施策の展開

男性の家庭活躍応援事業 【新潟市】
総事業費 １，４９１ 千円

交付金額 ７４５ 千円

事業番号 ２

事業の効果

③実態調査・・企業や個人から今後の施策を検討するためのデー
タを収集。小規模の事業所では依然として育児休業を取得しづら
い状況であり、代替職員の確保や売り上げ減少など企業の経済的
負担への支援が行政に求められていることが分かった。



事業の概要

１．夫婦で参加するオンラインワークショップ

■実施期間 令和４年１１月～令和５年２月 全４回

■場所 オンライン

■参加者 夫婦１０組

■目的

家事や子育てにどのように向き合い分担するか、育児休業を

取得するかなどについて、対話により互いの価値観を理解し

、すり合わせる機会を提供することで、その夫婦に合った家事

・育児の分担を通じた定着を目指す。

■内容

①夫婦でどのように家事・育児に取り組むのかを共有する

②家事・育児分担の希望を相互で認識する

③夫の育児休業取得の検討、必要な準備と心構え

④テキストを用いたワーク、参加者同士の共有

■参加者の感想 他の家庭の話を聞いて参考になった。もっ

と夫婦で話す時間を持ちたいと思った。

２．イクボス研修

■実施期間 令和４年１０月２５日 １２月１５日 全２回

■場所 新潟市役所

■参加者 企業の経営層・管理職 １７社 ２２人

■目的

育児休業等を取得しやすい職場環境づくりを支援するため、

企業の管理職等を対象に開催

■内容

①経営者や管理職が知っておくべき改正育児・介護休業法

②柔軟な働き方選択の実現と選ばれる企業になるためには

③男性育休取得のメリット

④マタハラ・パワハラの予防

⑤男性社員が育休を取っても職場が回るマネジメント

■参加者の感想 上司と部下はもちろん、チームメンバー同

士の相互理解が必要だと感じた。自分だったらと自分の行動

を振り返る事ができた。

３．実態調査

■調査期間 令和５年１月

■対象 （企業向け） 市内５００社

（市民向け） 新潟市在住の２０歳以上７０歳未満の男女４００人

■目的 男性の家庭活躍を含めた男女共同参画の実態を把握するため

■内容 （企業向け）育児休業取得者の有無、取得の効果、取得させるための障壁・課題 など

（市民向け）男性の家事・育児参画を進めるために必要なこと、家事分担割合 など
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